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こうとう区報では、本文の文字に見やすく読み間違えにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

　
区
で
は
、
震
災
時
に
火
災
延
焼
等

の
危
険
性
が
高
い
北
砂
三
・
四
・
五

丁
目
地
区
（
北
砂
三
丁
目
の
一
部
、

四
丁
目
、
五
丁
目
の
一
部
）
を
対
象

に
「
燃
え
広
が
ら
な
い
・
燃
え
な
い

ま
ち
」
を
め
ざ
し
、
不
燃
化
特
区
内

に
お
い
て
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た

老
朽
建
築
物
の
除
却
や
不
燃
化
建
替

え
の
促
進
等
の
不
燃
化
特
区
支
援
制

度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
支
援
制
度
を
活
用
し

て
建
替
え
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ま

ず
は
、
お
気
軽
に
不
燃
化
相
談
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

支
援
制
度
の
内
容

﹇
老
朽
建
築
物
の
除
却
に
対
す
る
助

成
﹈

　
老
朽
建
築
物
を
除
却
す
る
場
合
に
、

除
却
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

﹇
不
燃
化
建
替
え
に
対
す
る
助
成
﹈

　
老
朽
建
築
物
を
除
却
後
に
、
不
燃

化
建
替
え
を
行
う
建
築
物
に
対
し
て
、

設
計
費
お
よ
び
監
理
費
の
一
部
を
助

成
し
て
い
ま
す
。

﹇
住
替
え
に
対
す
る
助
成
﹈

　
除
却
を
行
う
老
朽
建
築
物
に
お
住

ま
い
の
所
有
者
（
借
地
人
の
み
）
ま

た
は
賃
借
人
の
方
が
住
み
替
え
る
場

合
に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

問▢
不
燃
化
相
談
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
水
・
日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始
等
を

除
く
午
前
₁₀
時
〜
午
後
₆
時
）

 

☎（
6
6
6
6
）0
5
8
0

 

℻（
6
6
6
6
）0
5
2
1

地
域
整
備
課
不
燃
化
推
進
係

 

☎（
3
6
4
7
）9
4
9
1

 

℻（
3
6
4
7
）9
0
0
9

﹇
専
門
家
へ
の
無
料
相
談
﹈

　
不
燃
化
特
区
内
に
老
朽
建
築
物
を

お
持
ち
の
方
、
老
朽
建
築
物
が
建
っ

て
い
る
土
地
を
お
持
ち
の
方
を
対
象

に
、除
却
や
建
替
え
に
伴
う
法
律・税

金
・
資
金
計
画
な
ど
に
関
す
る
相
談

に
つ
い
て
専
門
家
が
お
答
え
し
ま
す
。

時▢
随
時
受
付

場▢
不
燃
化
相
談
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
北
砂
₄
―
₂₄
―
₃
宗
清
水
ビ
ル
₂

階
）費▢

無
料

申▢
不
燃
化
相
談
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

電
話
ま
た
は
窓
口
で

 

☎（
6
6
6
6
）0
5
8
0

 

℻（
6
6
6
6
）0
5
2
1

注
意
事
項

○ 

助
成
対
象
建
築
物
や
助
成
対
象
者

に
つ
い
て
は
、
一
定
の
要
件
を
満

た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○ 

除
却
工
事
や
不
燃
化
建
替
え
工
事

の
着
手
前
や
住
替
え
前
に
、
助
成

対
象
確
認
通
知
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

○ 

専
門
家
へ
の
無
料
相
談
に
は
、
受

付
か
ら
₂
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
。

ま
た
、
相
談
内
容
に
よ
っ
て
受
付

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
男
性
向
け
の
筋
力
向
上
運
動
教
室

で
す
。
個
人
や
グ
ル
ー
プ
で
自
主
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
た
め
の
方
法
や
知

識
を
学
び
、
教
室
で
出
会
っ
た
メ
ン

バ
ー
と
₃
月
以
降
も
継
続
的
に
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

時▢
₁₀
月
₅
日
〜
令
和
₄
年
₂
月
₈

日
の
火
曜
（
₁₁
月
₂₃
日
、
₁₂
月
₂₈
日
、

令
和
₄
年
₁
月
₄
日
を
除
く
全
₁₆

回
）
午
後
₂
時
〜
₃
時
半
場▢
東
陽

東
地
区
集
会
所（
東
陽
₄
―
₁₁
―
₁
）

人▢
₆₅
歳
以
上
の
区
民
の
方
。
介
護

保
険
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
₁₅

人
（
抽
選
）

費▢
₁
、0
0
0
円

締▢
₉
月
₂₀
日
（
月
・
祝
）

申▢
電
話
で
亀
戸
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
（
午
前
₉
時
〜
午
後
₅
時
）

 

☎（
5
6
0
9
）8
8
2
2

 

℻（
5
6
0
9
）8
8
2
1

問▢
地
域
ケ
ア
推
進
課
地
域
ケ
ア
係

 

☎（
3
6
4
7
）4
3
9
8

 

℻（
3
6
4
7
）3
1
6
5

　
停
電
時
に
お
け
る
電
力
の
確
保
を

図
る
た
め
自
家
発
電
装
置
を
給
付
し

ま
す
。

人▢
区
内
在
住
で
次
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
方

①
区
が
「
災
害
時
個
別
支
援
計
画
」

※
を
策
定
し
て
お
り
、
自
家
発
電
装

置
を
準
備
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
の

記
載
が
あ
る

②
在
宅
で
人
工
呼
吸
器
を
常
時
使
用

し
て
い
る

③
難
病
に
該
当
す
る
疾
患
で
は
な
い

（
他
の
公
的
制
度
で
自
家
発
電
装
置

の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
）

※
「
災
害
時
個
別
支
援
計
画
」
と
は
、

災
害
時
の
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
在
宅
の
人

工
呼
吸
器
使
用
者
に
対
し
、
ご
本
人

や
関
係
機
関
と
と
も
に
区
が
策
定
す

る
も
の
で
す
。
策
定
を
ご
希
望
の
方

は
、
住
所
を
管
轄
す
る
保
健
相
談
所

へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

﹇
給
付
物
品
﹈

自
家
発
電
装
置

﹇
費
用
負
担
﹈

給
付
す
る
自
家
発
電
装
置
が
2
1
2
、

0
0
0
円
を
超
え
る
場
合
、
当
該
額

は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

問▢
お
住
ま
い
の
地
域
を
担
当
す
る

保
健
相
談
所

　
認
知
症
は
誰
し
も
な
り
得
る
身
近

な
病
気
で
す
。
認
知
症
の
方
が
尊
厳

と
希
望
を
も
っ
て
認
知
症
と
と
も
に

生
き
る
、
認
知
症
で
あ
っ
て
も
な
く

て
も
同
じ
社
会
で
自
分
ら
し
く
生
き

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。
区
で
は
認
知
症
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
（
別
表
）
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
に
関
す
る
情
報
の

パ
ネ
ル
展
示

　
区
立
図
書
館
お
よ
び
区
役
所
₂
階

で
認
知
症
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示
を

行
い
ま
す
。

※
展
示
期
間
は
実
施
場
所
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

認
知
症
講
演
会「
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
認
知
症
予
防
の
最
新
情
報
」

　
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
最
新
の

予
防
や
治
療
方
法
を
知
る
と
と
も
に
、

た
と
え
認
知
症
に
な
っ
た
と
し
て
も

地
域
で
生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
く

こ
と
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

時▢
₉
月
₃₀
日
（
木
）
午
後
₃
時
〜

₄
時
半
場▢
江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー

レ
ク
ホ
ー
ル
（
東
陽
₄
―
₁₁
―
₃
）

人▢
区
民
₈₀
人（
申
込
順
）
費▢
無
料

師▢
朝
田
隆
氏
（
メ
モ
リ
ー
ク
リ
ニ

ッ
ク
お
茶
の
水
理
事
長
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

（
小
学
4
〜
6
年
生
対
象
）

　
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、

偏
見
を
持
た
ず
、
認
知
症
の
人
や
家

族
に
対
し
て
暖
か
い
目
で
見
守
る
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
講
座

で
す
。
講
座
修
了
者
に
は
サ
ポ
ー
タ

ー
の
証
で
あ
る
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー

カ
ー
ド
を
お
渡
し
し
ま
す
。

時▢
₁₀
月
₁
日
（
金
）
午
後
₂
時
〜

₃
時
半
場▢
砂
町
文
化
セ
ン
タ
ー
第

₁
・
₂
研
修
室（
北
砂
₅
―
₁
―
₇
）

人▢
小
学
₄
〜
₆
年
生
と
保
護
者
₃₀

組（
申
込
順
）
費▢
無
料
師▢
キ
ャ
ラ

バ
ン
・
メ
イ
ト

※
い
ず
れ
も
申▢
₉
月
₆
日
（
月
）

午
前
₉
時
か
ら
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

問▢
地
域
ケ
ア
推
進
課
地
域
ケ
ア
係

 

☎（
3
6
4
7
）4
3
9
8

 

℻（
3
6
4
7
）3
1
6
5

認
知
症
の
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
全
国
の
認
知
症
の
人
が
自
分
ら
し

く
前
向
き
に
認
知
症
と
と
も
に
生
き

て
い
く
姿
を
動
画
で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
（
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

視
聴
可
）。
講
演
会
会
場
の
待
ち
時

間
で
も
上
映
す
る
予
定
で
す
。

事業名 内容

認知症サポーター
養成講座

認知症について正しく理解し、偏見を持たず、
認知症の方やその家族を温かく見守る認知症
サポーターを養成します。

認知症カフェ
認知症カフェは、認知症の方とその家族、支
援者、地域住民の誰もが気軽に参加できる交
流場所です。

おれんじる～む
（認知症家族交流会）

認知症の方の介護経験があるご家族が集まり、
お互いに不安や悩みを分かち合い息抜きをす
る交流会を開催しています。

高齢者みまもり
アイテム

ひとりでの外出に不安のある方に、見守り登
録番号を記載した高齢者みまもりキーホルダ
ーを配布しています。

ただいまプロジェクト
アプリの推奨

認知症などで、外出に不安のある方による行
方不明や事故を防ぐため、地域の皆様の協力
を得て見守り、保護するシステムです。ご登
録いただくと、行方不明になった際の情報が
協力者のスマートフォンに届きます。

認知症初期集中支援
チーム

医師と介護・医療職で構成されるチームが、
ご自宅で生活している認知症が疑われる方等
を訪問し適切なサービスにつながるように6
か月を限度に支援しています。

認知症ガイドブックの
配布（認知症ケアパス）

認知症に関する情報をまとめたガイドブック
を配布しています。

保健相談所担当地域一覧
保健相談所 担当地域

城東保健相談所
（大島3-1-3）
☎3637-6521、
℻3637-6651

亀戸・大島・東砂1～3丁
目

深川保健相談所
（白河3-4-3-301）
☎3641-1181、
℻3641-5557

清澄・常盤・新大橋・森
下・平野・三好・白河・
高橋・佐賀・永代・福住
・深川・冬木・門前仲町
・富岡・牡丹・古石場・
越中島・千石・石島・千
田・海辺・扇橋・猿江・
住吉・毛利・木場・東陽
・新砂（1丁目1番）・南砂
（2丁目1番1号～5号、5番
～7番）

深川南部保健相談所
（枝川1-8-15-102）
☎5632-2291、
℻5632-2295

塩浜・枝川・豊洲・東雲
・有明・辰巳・潮見・青
海・海の森

城東南部保健相談所
（南砂4-3-10）
☎5606-5001、
℻5606-5006

北砂・東砂4～8丁目・南
砂（2丁目1番1号～5号、5
番～7番を除く）・新砂（1
丁目1番を除く）・新木場
・夢の島・若洲

▲厚生労働省
ホームぺージ


